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                                   Abstract 

 The flora and the number of individuals of species planted as residential hedges were 

investigated at a new town (Flower Town) in Sanda, Hyogo Prefecture. The results are as 

follows : 1) A total of 44 species (including cultivar and hybrid) were identified in the hedges 

of 2363 residents. 2) The Most frequent species were Camellia sasanqua, Quercus phillyraeoides, 

Juniperus chinensis `Pyramidalis (name of cultivar)' , Ligustrum vulgare, Photinia glabra, 

Osmanthus. x fortunei and Ilex crenata. Further, those residents planting one of the above 

seven species as a hedge accounted for 80% of all those having hedges. 3) The total number of 

individuals of all species planted as residential hedges was estimated at about 115447 individuals. 

Key words: flora, new town, number of individuals, residential hedge.

は じ め に

近年のニュータウン計画では,景 観性やアメニティ性

だけでなく生物多様性や生物生息空間(ビ オ トープ)に

も配慮 した緑地の保全 ・復元 ・創出が重視 され始めてい

るが,そ うした計画を今後進めるにあたっては,ま ず第

一段階 としてニュータウソを構成す る様々な緑地環境に

ついて多面的視点から調査を行い,ど の ような緑地環境

が望ま しいのかを検討する必要がある.

一・般に,都 市近郊に建設 されるニュータウソは残存林

などの自然系緑地,街 路樹などの人工系緑地,そ して戸

建て住宅の庭園の3種 の緑から構成される.こ の内,生

物多様性や ビオ トープなどの観点からみると,最 も重要

なのは自然系緑地といえるが,住 宅地が大半を占めるニュ

ータウソでは,戸 建て住宅の緑の重要性 も高いと考えら

れる.特 に戸建て住宅の生垣は,外 部か ら見えにくい庭

園内部の緑に比べて緑視量が多く,ニ ュータウソの景観

を構成する要素 として大 ぎな役割を担っている.ま た,

生垣はまとまった個体数で帯状に植栽 されていることか

ら,昆 虫や鳥類などのビオ トープとしての機能や,自 然

系緑地とその他の緑地を有機的に結び,ニ ュータウソ全

体を面的にネ ットワーク化させるためのコリドーとして

の機能も期待できる(服部,1995).こ のように,戸 建て

住宅の生垣はニュータウソの緑地環境の中において重要

な位置を占めているといえ,そ の実態を把握することは

ニュータウソの望ま しい緑地環境を考える上で欠かせな

いものと考えられる.

生垣に関す る研究 としては,東 京都や千葉市の都市部

の戸建て住宅の生垣を対象に,そ の分布特性等を論 じた

柳井(1990,1992),柳 井ほか(1994,1995)の 報告がある.

しか しながら,ニ ュータウソの全ての戸建て住宅の生垣

について,そ の種類相や緑量等の実態を詳細に調査 した

報告はみ られない.筆 者らは,ニ ュータウソの戸建て住

宅の生垣の実態把握を 目的と して,兵 庫県三田市のニュ

ータウソであるフラワータウソの戸建て住宅の生垣を対

象に,そ の種類相,個 体数を調査 した.本 報告はその調

査結果をまとめることにより,今 後の生垣に関す る研究

を進めるための基礎資料とすることを目的としたもので

ある.

なお本研究は,兵 庫県立人 と自然の博物館の総合共同

研究である 「公園都市研究」の一一環 として行われたもの

である.
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調 査 方法

調査地の概要

調査は兵庫県三田市のニュータウソであるフラワータ

ウソの戸建て住宅に植栽 されている生垣を対象 とした.

Fig.1に フラワータウソの位置および平面図を示 した.

フラワータウソの位置す る三田市南西部か ら神戸市北

部にかけた一帯には,戸 建て住宅および集合住宅を対象

としたニュータウソが数多 く建設されている.フ ラワー

タウソはその中央部に位置 し,兵 庫県により1973年 頃に

建設されている.1985年 から分譲が開始 され,現 在,戸

建て住宅の戸数は3000戸 以上となっている.面 積は339

ha,建 ぺい率は約60～70%で,大 半は住宅地などで占め

られているが,フ ラワータウソ内部お よび周辺部の公園

や斜面地には里山に由来する大小様々な夏緑二次林が保

全 されてお り,比 較的 自然度の高い緑地環境が維持 され

ている.

調査方法

前述の調査地区において,生 垣の分布調査と個体数調

査を1996年 か ら1997年 にかけて行った.分 布調査では,

フラワータウソの全ての戸建て住宅(3165戸)を 対象に,

生垣の分布と生垣に用い られている植物の種類を調査 し

た.本 研究では,庭 園および屋敷の周囲に隙間無 く連続

的に列植され,境 界としての機能や遮蔽機能を十分果た

していると考えられる植物群を生垣 として定義 し調査を

行 った.そ の際,長 さ ・高さといった形態や植栽様式の

相違による区分は特に行わなかった.個 体数調査は,生

垣の緑量を個体数の点か ら把握することを 目的 として,

任意に選出 した692戸 の生垣についてその植物の種類 と

個体数を調査 した.ま た,調 査の結果得られた資料をも

とに各種の一戸あた りの平均個体数を算出 し,さ らにこ

の平均個体数を分布調査により確認 された各種の分布戸

数にそれぞれ乗 じることによって,フ ラワータウソにお

ける各種の総個体数を推定 した.

なお,生 垣には多 くの園芸植物が用いられているが,

本研究では可能な限 り園芸品種 レベルまで区分を行い,

それが不可能な植物については種 レベルでまとめた.園

芸品種名については塚本(1994a,1994b)に 拠 った.

調査 結 果

生垣の種類相

調査の結果,全 戸建て住宅の75%に あたる2363戸 で生

垣がみられ,そ れらの生垣に用いられている植物として

44種類が確認された.種 類別に,各 種のみられた戸建て

住宅の戸数をTable1に 示 した.ま た,個 体数調査の結

果 と各種の平均個体数,推 定総個体数を同じくTable1

 Fig.1. Map of Flower town showing residents investigated. Numerals (1' 8) show the location taken pictures 

and correspond to the plate numbers.



 Table 1. Result of investigation of residential hedges concerning flora and the number of individuals.  The name in 

parentheses is that of cultivar.

1) The number of residents in all study area . 2) The number of residents among 692 samples. 
3) Range of the number of individuals among 692 samples . 4) Average number of individuals 

per resident. 5) Total number of individuals estimated by multipling NRA by ANI.



に示 した.な お,一 一部 の 戸 建 て 住 宅 で は,後 述 す る よ う

に,一 戸 に2種 類 以 上 の植 物 を用 い た 生 垣 が あ る た め,

分 布 調 査 な ら び に個 体 数 調 査 に お い て 各 種 を 確 認 した 戸

数 の 合 計 は,全 生 垣 戸 数 の2363戸 あ るい は個 体 数 調 査 戸

数 の692戸 と は 一 致 しな い.よ って,Table1に は,そ

れ ぞ れ の 調 査 にお い て 各 種 を確 認 した 戸 数 の 合 計 は 示 し

て い な い.

最 も戸 数 が 多 い の は サ ザ ソ カ(472戸)で,全 生 垣 戸 数

の 約20%の 戸 建 て 住 宅 で み られ た.次 い で ウ バ メ ガ シ

(353戸,約15%),カ イ ヅ カ イ ブ キ(318戸,約13%),セ イ

ヨ ウイ ボ タ(244戸,約10%),カ ナ メモ チ(165戸,約7%),

ヒイ ラギ モ ク セ イ(163戸,約7%),イ ヌ ッゲ(161戸,約7

%)の 順 で 多 い.こ れ ら7種 が 全体 に 占 め る割 合 は 約80%に

達 す る.生 垣 に 用 い られ て い る植 物 の 中 で,調 査 地 域 内

に 自生 して い る野 生 種,す な わ ち郷 土 種 と 同 じ もの と し

て は,カ ナ メモ チ,イ ヌ ツゲ,ア ラカ シ,ネ ズ ミモ チ,

ヒ イ ラ ギ,ム ベ,モ ッ コ ク,ア キ グ ミの8種 が あ げ られ

る.こ れ ら の 種 が 全 体 に 占め る割 合 は 種 数 比 で18%,戸

数 比 で21%と 少 な い.生 垣 に用 い られ て い る種 の 大 半 は

高 木 ・低 木 類 で あ る が,中 に は セ イ ヨ ウ キ ヅ タ(3戸),

トケ イ ソ ウ(1戸),ム ベ(1戸),ス イ カ ズ ラ(1戸)と い っ

た ツル植 物 がわ ず か な が らみ られ た.こ れ らは いず れ も,

網 状 の フ ェ ソス に 絡 ま せ る こ とに よ っ て垣 根 状 に仕 立 て

られ た も の で あ った.

生 垣 の 中 に は 単 一 種 の 植 裁 に よ る もの と複 数 種 の混 植

に よ る も の と が あ るが,後 者 の タ イ プ の 生垣 は 全 部 で20

戸(全 体 の0.8%)確 認 され た.構 成 種 を み る と,カ ナ メモ

チ,シ ラ カ シ の 混 植 に よ る生 垣(14戸)が 最 も多 く,次 い

で サ ザ ソ カ,シ ラ カ シの 生 垣(2戸),カ ナ メ モ チ,ウ バ

メガ シ,シ ラ カ シの 生 垣(1戸),ウ バ メ ガ シ,セ イ ヨ ウ

イ ボ タ,シ ラ カ シの 生 垣(1戸)と な る.

全 生 垣 戸 数 の う ち171戸(約7%)で は,単 一 種 の 植 裁 に

よ る 生 垣 が 一一戸 に2種 類 以 上 み られ た(2種 類 が158戸,3

種 類 が12戸,4種 類 が1戸).そ れ ら の 種 の 組 み 合 わ せ の

パ タ ー ソは 全 部 で110パ ター ソが 認 め られ た.代 表 的 な

組 み 合 わ せ と して は,カ イ ヅ カ イ ブキ とサ ザ ソ カ(14戸),

サ ザ ソ カ と セ イ ヨ ウ イ ボ タ(7戸),ウ バ メ ガ シ と サ ザ ソ

カ(5戸),イ ヌ ツゲ と シ ャ リソバ イ(5戸)の 組 み 合 わ せ な

ど が あ げ られ る.

生 垣 の 個 体 数

Table1を み る と,推 定 総 個 体 数 が 最 も多 い の は ウ バ

メ ガ シ(17700本)で あ り,セ イ ヨ ウ イ ボ タ(15860本),サ

ザ ソカ(14694本),ヒ イ ラギ モ ク セ イ(14268本),カ イ ヅ

カ イ ブ キ(14036本),カ ナ メ モ チ(7304本),イ ヌ ツ ゲ

(6318本)が そ れ に続 い て 多 い.各 種 の推 定 総 個 体 数 の 合

計 は115447本 で あ る が,こ の 値 は,生 垣 を 有 す る 全 て の

戸 建 て 住 宅 の 約99%に つ い て,そ の 生 垣 の 個 体 数 を 合 計

した値にあたることから,フ ラワータウンの戸建て住宅

の生垣の総個体数にほぼ相当すると推定 される.フ ラワ

ータウソの人工系緑地に植栽されている樹木の総個体数

は542731本(服 部,1995)で あるが,生 垣の総個体数はそ

の約20%に 匹敵 していることになる.

おわ りに

調査の結果,フ ラワータウソの戸建て住宅の生垣には

44種 類の植物が確認 され,そ れ らの種の個体数の合計は

約115447本 と推定されたが,そ の内容をみると,全 生垣

戸数の約80%は サザソカ,ウ バ メガシ,カ イヅカイブキ

などわずか7種 の植栽による生垣で占められてお り,個

体数についても,そ れ ら7種が全体の約78%を 占めている

と推定された.こ のように,生 垣が質 ・量共に特定の種

に大きく偏ることは,街 全体としての個性ある緑地景観

づ くりといった点や,ビ オ トープや コリドーとしての生

垣の活用といった点で問題が残る.ま た,フ ラワータウ

ソでは郷土種以外の植物を用いた生垣の割合が多いが,

このことは,井 手ほか(1994)が 指摘 しているように本来

自生 していない植栽植物が果実食鳥によって周辺の既存

樹林内に供給 され,そ の樹林の種組成等に影響を与える

可能性があるということを考えると問題である(ただ し,

郷土種であっても,遺 伝的に異質なものについては同様

に問題である).実 際,フ ラワー タウソの残存林にはセ

イヨウイボタや トウネズミモチなど生垣 として用いられ

ている植栽樹の実生や幼樹がよくみ られる.こ れ らの問

題については,今 後,生 垣の樹種選択,景 観,そ して利

活用等に対する居住者の意識調査や生物種の生息 ・利用

状況等に関する生垣の実態調査,さ らには残存林への種

子供給に関する調査等を行 うことによって検討 したい.
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 Plate 1. View of the residential hedge planted Quercus phillyraeoides. Plate 2. View of the residential hedge planted Osmanthus. x fortunei.

Plate 3. View of the residential hedge planted Photinia glabra. Plate 4. view of the residential hedge planted Chamaecyparis pisifera 
`Pl

umosa Aurea (name of cultivar)'



Plate 5. View of the residental hedge planted Hedera helix.Plate 6. View of the residental hedge planted Camellia sasanqua.

Plate 7. View of the residental hedge planted Photinia glabra-Quercus 
myrsinaefolia mixed.

 Plate 8. Landscape of a row of residents planting Juniperus chinensis 
`P

yramidalis (name of cultivar)' as a hedge.




